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1110／27 八木山炭焼き有志の会「木くべ」作業11010／／2727 八木山炭焼八木山炭焼きき有志有志のの会会「木「木くべくべ」」作作業業

八八八木山炭焼き有志の会では、炭窯・炭焼き風景の復活・伝

承や荒廃した山林資源の有効活用、地域コミュニテイ（経

済）の活性化等を目的に、今年、炭窯復活プロジェクトに取

り組んでいます。（１２月上旬に、初めての炭出しを予定。）

八八木山炭焼き有志の会では、炭窯・炭焼き風景の復活・八木山炭焼き有志の会では、炭窯・炭焼き風景の復活・伝伝

承や荒廃した山林資源の有効活用、地域コミュニテイ（承や荒廃した山林資源の有効活用、地域コミュニテイ（経経

済）の活性化等を目的に、今年、炭窯復活プロジェクトに済）の活性化等を目的に、今年、炭窯復活プロジェクトに取取

り組んでいますり組んでいます。。（１２月（１２月上旬に、初めての炭出しを予定。上旬に、初めての炭出しを予定。））
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滞滞滞
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整
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間
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整
理
強
化
月

滞
納
整
理
強
化
月
間間

臨
宅
徴
収
の
実
施
等
に
よ
り
、
自

主
納
付
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
催
告
に
対

し
て
も
納
付
や
相
談
が
な
い
場
合

は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
い
た
方
と
の
税
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の

財
産
の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事
務

所
に
お
い
て
も
、
県
税
（
自
動
車

税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得

税
等
）
の
滞
納
者
に
対
し
て
松
崎

町
と
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

期
間
中
、
松
崎
町
お
よ
び
静
岡
県

は
催
告
や
調
査
、
差
押
え
等
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。
財
産
の
差

押
え
は
、
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

基
づ
き
行
う
も
の
で
、
事
前
に
滞

納
者
に
相
談
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

未
納
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
早

急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
（
町
・
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
）
は
、
納
税

者
の
皆
様
が
、
決
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
多
く
の
方
に
は

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
滞
納
し
て

い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
松
崎
町

を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
全
市
町

で
は
県
と
連
携
を
し
、

月
か
ら

１１

月
ま
で
の
２
カ
月
間
を
「
滞
納

１２整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
、
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
崎
町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
ら
れ
た
方
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
ま
た
、
大
切
な
町
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
納
期
限
を

過
ぎ
て
も
納
付
の
確
認
が
取
れ
な

い
方
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
の

送
付
、
電
話
に
よ
る
納
税
勧
奨
、

町
税
等
の
口
座
振
替
は
、
利
用

者
の
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
替
納
付
が
で
き
る
制
度
で
す
。

納
付
の
度
に
役
場
や
金
融
機
関
、

郵
便
局
に
出
掛
け
る
手
間
が
省
け

る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ
る
こ

と
や
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が

な
い
の
で
安
心
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

窓
口
税
務
課
ま
た
は
町
内
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
の

窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

生
活
困
難
や
事
業
不
振
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

早
め
に
窓
口
税
務
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
町
税
に
つ
い
て

窓
口
税
務
課（
４
２
）
３
９
６
８

○
県
税
に
つ
い
て

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

（
２
４
）２
０
１
９

◎
納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
し

な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
、
催

告
書
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自

宅
訪
問
を
行
い
ま
す
。

◎
給
与
調
査

滞
納
者
が
給
与
所
得
者
で
あ

る
場
合
は
、
給
与
差
押
を
す
る

た
め
に
、
勤
務
先
に
対
し
給
与

調
査
を
行
い
ま
す
。

◎
財
産
調
査

催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
の

財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
・
金

融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
等
に

対
し
調
査
し
ま
す
。

◎
滞
納
処
分（
財
産
差
押
・
換
価
処
分
）

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
せ

ず
、
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
、
法
律
に
基
づ

き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な

く
強
制
的
に
財
産
の
差
押
等
の

処
分
を
行
い
ま
す
。

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
工
具
・
器
具
お

よ
び
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
を

「
償
却
資
産
」
と
い
い
、
土
地
や

家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
用
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
償
却
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
長
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し

１２
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
し
た
場
合

等
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
窓
口
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
申
告
期
限
】

平
成

年
１
月

日
（
木
）

２５

３１

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

ス
ト
ッ
プ
滞
納
！

滞
納
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み

納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は

……………………………………………………………………………………………………………………

お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
の
申
告

滞納処分の流れ

納
税
通
知
書
発
送

納
税
催
告

給
与
調
査

財
産
調
査

財
産
差
押

換
価
処
分

月
か
ら

月

月
か
ら

月
はは

１１１１

１２１２
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税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
て

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
て

毎
年

月

日
か
ら

月

日

１１

１１

１１

１７

ま
で
の
１
週
間
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。
そ
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
で
は
、
今
年
も
小
・
中

学
生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
作

品
（
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
）」

を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
世
代
を
担

う
少
年
・
少
女
に
作
品
の
応
募
を

機
会
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
税
に
つ
い
て
、

そ
の
仕
組
み
や
目
的
を
知
り
、
税

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
・
中

学
校
か
ら
習
字
の
部
に
５
３
９
点
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
に

点
、
作
文
の

６５

部
に
５
６
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校
６

年
生
か
ら
習
字
の
部
に

点
、
松

６９

崎
中
学
校
３
年
生
か
ら
作
文
の
部

に

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

７４審
査
の
結
果
、
各
部
門
の
入
賞

者
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

入

賞

作

品

習

字

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

佳
作

田
口

桃
萌
果
さ
ん
（
松
小
６
年
）

神
鳥

知
奈
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
長
賞

新
田

英
里
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

森

一
輝
さ
ん
（
松
小
６
年
）

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

佐
藤

寿
紀
さ
ん
（
松
小
６
年
）

作

文

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

佳
作

山
本

裕
加
さ
ん
（
松
中
３
年
）

平
野

文
珠
さ
ん
（
松
中
３
年
）

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

役
場
窓
口
で
は

本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す

な
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
証
明

書
を
他
人
に
不
正
取
得
さ
れ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
他
人
が
虚
偽
の
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
実
で

な
い
記
載
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
人
確
認
は
、
皆
様
の
個
人
情
報

を
守
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

本本本人確認になる身分証明書って？？ 平
成

年
５
月
１
日
か
ら
、
窓

２０

口
に
お
け
る
本
人
確
認
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民

票
や
戸
籍
等
、
証
明
書
の
申
請
を

す
る
際
や
、
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
、

離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、

認
知
）
を
す
る
際
に
も
、
本
人
確

認
書
類
（
身
分
証
明
書
）
を
提
示

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

戸
籍
は
ご
自
身
の
親
子
関
係
や

婚
姻
歴
等
が
記
載
さ
れ
る
大
切
な

も
の
で
す
。
住
民
票
も
、
氏
名
や

住
所
、
生
年
月
日
等
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
個
人
情
報
と
し
て
重
要

本本人確認になる身分証明書って？本人確認になる身分証明書って？？？
１点の提示で良いもの

運転免許証

運転経歴証明書

パスポート

住民基本台帳カード（顔写真付）

外国人登録証明書または在留カード

障害者手帳（顔写真付）

その他官公庁の発行する顔写真付き免許・身分証

２点以上の提示が必要なもの

保険証類

例：国民健康保険証、各保険の被保険者証、

後期高齢者医療保険証、介護保険証、

高齢受給者証、その他医療の受給者証等

住民基本台帳カード（顔写真無）

年金手帳または証書

障害者手帳（顔写真無）

その他官公庁の発行する免許・身分証 等

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

○ ○ ○ ○ 平成○○年○月○日生

松崎町○○

平成○年○月○日まで有効 運
転
免
許
証
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町の財政状況

平成２４年度 一般会計 上期執行状況
平成２４年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

３５億２，０７０万４千円 上段：予算額

１６億８，３５３万１千円 下段：収入済額 （ ）：収入率（４７．８％）

歳入 ３５億２，０７０万４千円 上段：予算額

１３億８，６６０万６千円 下段：支出済額（ ）：支出率（３９．４％）

歳出

地方交付税 １３億８，９４０万７千円

１０億８，３００万６千円 （ ７７．９％）

町 税 ７億 ３９５万１千円

３億９，２９７万７千円 （ ５５．８％）

町 債 ２億２，８５６万１千円

０円 （ ０％）

国庫支出金 ２億１，９５７万３千円

７，６６０万３千円 （ ３４．９％）

県 支 出 金 ２億１，７９９万２千円

１，５３８万４千円 （ ７．１％）

諸 収 入 １億５，２６４万２千円

４，４２８万２千円 （ ２９．０％）

繰 越 金 １億円

１億２，８１１万２千円 （１２８．１％）

使用料及び ８，５７２万８千円

手 数 料 ２，６７１万８千円 （ ３１．２％）

繰越明許費 ５，２２１万２千円

５，２２１万２千円 （１００．０％）

そ の 他 ３億７，０６３万８千円

６，５２９万３千円 （ １８．４％）

民 生 費 ７億６，５８２万１千円

３億５，９２４万２千円 （ ４６．９％）

総 務 費 ４億６，７８１万４千円

２億 ７３３万５千円 （ ４４．３％）

衛 生 費 ４億４，３１０万５千円

１億５，０２９万７千円 （ ３３．９％）

公 債 費 ３億９，６６４万８千円

１億７，４４９万１千円 （ ４４．０％）

教 育 費 ３億 ７９６万９千円

１億１，６４８万３千円 （ ３７．８％）

土 木 費 ２億６，４７３万５千円

４，０５５万５千円 （ １５．３％）

商 工 費 ２億６，２８０万４千円

８，６１９万９千円 （ ３２．８％）

農林水産業費 ２億１，５５９万６千円

５，５２８万７千円 （ ２５．６％）

繰越明許費 ５，２２１万２千円

４，５６１万円 （ ８７．４％）

そ の 他 ３億４，４００万円

１億５，１１０万７千円 （ ４３．９％）

９月３０日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況

●町の貯金（財政調整基金など１２基金）

１６億７，７８５万８千円

町民１人当たり約２１万８千円

●町の借金

３１億６，３７０万６千円

町民１人当たり約４１万１千円

※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口７，６８３人で計算しています。

【問合せ】総務課（４２）３９６３

平成２４年９月３０日までに

納めていただいた税金（町税） 約５万１千円

平成２４年９月３０日までに

使ったお金 約１８万円

町民1人当たりでは…
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
回
復

の
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、
平
成
２４

年
度
上
半
期
振
興
公
社
管
理
施
設

の
実
績
は
、
入
館
施
設
・
宿
泊
施

設
と
も
震
災
前
の
入
り
込
み
に
迫

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
部
入
館
施
設
で
は
、

ま
だ
ま
だ
個
人
客
の
実
績
が
伸
び

な
い
状
況
も
あ
り
、
今
後
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
セ
ー
ル
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
Ｐ
Ｒ
等
に
力
を
入
れ
、

入
館
者
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
に
お
い
て
も
、

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
静
岡

県
自
動
車
学
校
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

企
画
の
展
開
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
の
充
実
、
趣
味
性
の
強
い
プ

ラ
ン
の
企
画
販
売
等
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
細
か
な
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
が
実
を
結
び
、
下

期
の
利
用
率
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ

う
全
力
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
景
気
の
低
迷
、
地
震
・

津
波
へ
の
危
機
感
等
、
伊
豆
の
観

光
は
明
る
い
兆
し
が
な
か
な
か
見

え
て
き
ま
せ
ん
が
、
経
営
状
況
の

改
善
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

平成２４年度 上半期 施設利用状況

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施設名

117.8%1,6809,45411,134宿泊

伊豆まつざき荘

149.3%268544812入浴

88.8%△3172,8392,522休憩

112.7%1,63112,83714,468小計

96.0%△67717,06816,391入館伊豆の長八美術館

105.4%55910,42610,985入館重文岩科学校

99.1%△929,7689,676入館明治商家 中瀬邸

111.6%1691,4591,628入館民芸館

111.5%1,45512,66014,115入館

道の駅花の三聖苑

102.3%35515,16115,516入浴

振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

現
在
、
静
岡
県
賀
茂
農
林
事
務

所
で
は
、
江
奈
・
桜
田
・
那
賀
地

区
の
一
部
地
域
で
、
町
内
で
初
め

て
と
な
る
「
地
籍
調
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
の
必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト

現
在
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
区

域
の
公
図
の
大
半
は
、
大
正
時
代

に
耕
地
整
理
が
実
施
さ
れ
た
時
に

作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
法
務
局

（
登
記
所
）
に
備
え
付
け
ら
れ
、

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
土
地
の
境
界
が
不

明
確
な
場
合
や
測
量
の
正
確
性
に

欠
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
等
、
現

地
と
合
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
籍
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
確
に

土
地
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
籍
調
査
を
実
施
す
る

と
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

陰
災
害
復
旧
の
迅
速
化

隠
土
地
境
界
ト
ラ
ブ
ル
防
止

韻
公
共
事
業
の
円
滑
化

特
に
陰
に
つ
い
て
は
、
新
潟
中

越
地
震
の
復
興
に
お
い
て
、
地
籍

調
査
済
の
地
区
と
未
実
施
の
地
区

で
は
、
用
地
調
査
・
測
量
に
約
半

年
か
ら
１
年
の
差
が
生
じ
、
復
興

の
進
捗
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

静
岡
県
賀
茂
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課
（
２
４
）
２
０
８
０

未未未
来
の
ま
ち
づ
く
り「
地
籍
調
査
」

未未
来
の
ま
ち
づ
く
り「
地
籍
調
査

未
来
の
ま
ち
づ
く
り「
地
籍
調
査
」」

地籍調査の状況視察 一筆地調査の様子

〈
地
籍
調
査
の
流
れ
〉

成果の活用

登記所への送付

地籍測量 一筆地調査 住民への説明会
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－

短

歌－

坂

倉

の

ぶ

中

村

宣

子

山
本
し
づ
子

飯

野

ふ

さ

平
野
も
み
子

堀

岡

洋

子

こ
と
ご
と
く
親
戚
と
聞
き
驚
き
ぬ

皆
村
内
で
結
ば
れ
し
と
言
う

育
ち
ゆ
く
娘
ら
に
あ
は
せ
て
書
き
お
き
し

レ
シ
ピ
出
で
き
ぬ
半
世
紀
を
経
て

ぼ
ん
や
り
と
夫
と
ゐ
る
だ
け
で
安
ん
じ
る

や
す

長
生
き
し
て
欲
し
長
生
き
し
た
い

思
ひ
出
も
遥
か
と
な
れ
り
け
ふ
か
ら
は

八
十
歳
な
り
こ
こ
ろ
し
て
生
く

亡
き
義
父
の
好
み
し
鬼
百
合
も
浜
木
綿
も

四
十
年
す
ぎ
て
も
ま
だ
咲
き
て
を
り

一
つ
忘
れ
二
つ
忘
れ
て
窓
際
に
寄
り
て

見
る
空
た
そ
が
れ
て
ゆ
く

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸
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イベント・催し紹介

松崎町史跡めぐり駅伝大会
【日時】１２月９日（日）

開 会 式 ９：００～
スタート ９：４５

松崎港から町の史跡に関わる場
所を経由し、松崎小学校までの５
区間９．７７kmのコースで行われ
ます。
今年も、町内の小・中学生が参
加しますので、応援をお願いしま
す。
なお、当日は大会実施に併せて
交通規制を行いますので、ご協力
をお願いします。
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真
野
錬
成
さ
ん
は
、
平
成

年
１７

４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

２４

３１

日
ま
で
の
７
年
間
に
わ
た
り
町
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
監
査
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
町
か
ら
独
立
し
た

機
関
と
し
て
、
町
の
事
業
や
財
務
、

町
が
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
財

政
援
助
団
体
等
の
監
査
を
行
い
、

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
の
適
法
性
、
公
平
性
の
維
持

に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
崎
町
功
労
者
表
彰
式
が
、
１１

月

日
（
火
）
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

２０
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
も

の
で
す
。

町
長
と
松
崎
地
区
の
区
長
等
１３

人
が

月

日
（
水
）
に
県
庁
を

１１

２１

訪
問
し
、
県
知
事
や
県
議
会
議
長

の
他
、
関
係
す
る
交
通
基
盤
部
や

危
機
管
理
部
等
に
、
松
崎
海
岸
の

津
波
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対

策
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
松
崎

海
岸
の
津
波
対
策
の
一
層
の
充
実

と
、
那
賀
川
河
口
水
門
建
設
の
優

先
措
置
、
町
が
実
施
す
る
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
の
対
策
へ
の
支
援
等
を
要

望
し
ま
し
た
。

県
側
か
ら
は
、「
県
で
は
、
来
年

６
月
の
公
表
を
目
指
し
、
現
在
第

４
次
地
震
被
害
想
定
の
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
、
全
県
的
に
津
波

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
那

賀
川
の
水
門
建
設
に
も
、
国
に
よ

る
河
川
整
備
基
本
方
針
の
認
可
等

手
順
を
踏
む
こ
と
が
必
要
。
町
も

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
熱
意

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

議
会
事
務
局
（
４
２
）
３
９
６
１

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

多
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
町
民
の
基
本
的
人
権

の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
を
図

り
、
社
会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の

安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

有
功
表
彰

南
郷

土
屋

重
喜
さ
ん

つ
ち

や

し
げ

き

（
元

人
権
擁
護
委
員
）

真
野
錬
成
さ
ん
（
吉
田
）
が

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た

県
に
津
波
対
策
の

要
望
書
を
提
出

町長から賞状の伝達を受ける真野さん

平成２４年度松崎町功労者表彰式にて

松
崎
町

功
労
者
表
彰



１１/１０～１２

第３２回松崎町文化協会芸術祭

環境センターでは、松崎町文化協会が主催す
る芸術祭が開催されました。絵画や書道等の各
部門に１３２人の方から出品された２７５点が展示さ
れ、多くの方が観賞に訪れました。

１１/１５

生涯学習ソフトボール秋季大会

総合グラウンドでは、町内１０地区が参加した
生涯学習ソフトボール秋季大会の決勝戦が行わ
れました。トーナメント戦を勝ち抜いて、江奈
３地区が優勝しました。
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地

籍

調

査

事

業

現
在
、
江
奈
・
桜
田
・
那
賀

地
区
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
地

籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
と
は
、
町
が
主
体

と
な
っ
て
、
一
筆
ご
と
の
土
地

に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
等
の

立
会
い
に
よ
っ
て
、
境
界
や
面

積
を
確
認
す
る
事
業
で
す
。

町
内
の
土
地
に
関
す
る
記
録

は
、
法
務
局
で
公
図
と
し
て
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
図
面
の
大
半
は
、
明
治
か
ら

大
正
時
代
に
地
租
改
正
や
耕

地
整
理
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
現
地
と
合
っ
て
い

な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、

正
確
に
土
地
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
地
籍
調
査
は
、

約

年
前
に
農
地
整
備
の
一

６０
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
市
町

の
財
政
状
況
、
人
員
不
足
、

関
係
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
等
を

理
由
に
、
進
捗
状
況
に
差
が

あ
り
、
松
崎
町
を
含
む
賀
茂

地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
事
業
に

着
手
し
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
は
、
平
成
２２

年
３
月
に
法
改
正
を
行
い
、
実

施
主
体
で
あ
る
自
治
体
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
、
今
回
の
モ

デ
ル
事
業
の
地
籍
調
査
の
状
況

を
踏
ま
え
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
公
共
事
業
の

円
滑
化
や
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
策

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
資
産

価
値
の
向
上
、
境
界
が
原
因

で
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
、
土
地
の
売
買
や
分

筆
の
際
の
測
量
費
の
大
幅
な

軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

事
業
実
施
に
は
、
土
地
所

有
者
の
皆
様
の
立
会
い
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
１１/２・３

秋まつり

恒例行事の秋まつりが、１１月２日から３日に
かけて開催されました。町内の各神社では、三
番叟や神楽が奉納され、獅子や太鼓台が地区内
を賑やかに練り歩きました。

１１/１０
石部音楽博覧会

石部棚田では、初めての開催となる音楽イベ
ント「石部音楽博覧会」が行われ、飛び入り参
加や童謡の合唱等もあり、出演者と観客が一体
となって、秋の１日を楽しみました。

町長室からこんにちは ◯36



届出人年齢氏 名地 区

利 光82窓 橋 俊 晴雲 見

篤78馬 場 久宮 内

敏 明93糸川たま道 部

昭78松 本 森 男那 賀

政 哉77土 屋 美 吉那 賀

章 進91光 岡 秀 子中 区

長 一91土屋すみゑ雲 見

謙 一63金子きみ代江奈１

順 一 郎81山 本 康峰

博92佐 藤 き く山 口

律 子50近 持 久 司南 区

勝 利99土屋さく子南 郷

有 信99鈴 木 ら ん池 代

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

8

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６７９人（－４人）

男 ３，６４９人（－４人）

女 ４，０３０人（±０人）

世帯数 ３，０９１戸（＋５戸）

転 入 １７人 転 出 ９人

出 生 ３人 死 亡 １５人

（平成２４年１０月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （－３）

物損事故 １４件 （＋１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ５人 （－２）

二
〇
一
二
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

三

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年１０月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（10月届出分（10月届出分））

保護者性別名 前地 区

松 田 朗女怜 奈
れ な

那 賀

斎 藤 貞 治女羽 琉
は る

指 川

吉 岡 靖 展男恵 太
けい た

江奈２

おめでとうございます（出生）

安
曇
地
区
文
化
祭
が
、

月
１０

２８

日
（
日
）
に
、
安
曇
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
と
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和

年
に
第
１
回
目
が
開
催

５４

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

回
を
迎
え
、
２
年
越
し
の
開
催

３０と
い
う
こ
と
も
重
な
っ
て
、
大
道

芸
人
を
呼
ぶ
等
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
企
画
を
盛
り
込
み
、
約
３
５
０

人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

学
校
や
保
育
園
、
サ
ー
ク
ル
で

は
日
頃
の
成
果
を
展
示
、
発
表
会

で
の
披
露
、
笑
い
の
渦
と
な
っ
た

大
道
芸
人
の
シ
ョ
ー
等
、
例
年
に

な
く
盛
り
上
が
っ
た
文
化
祭
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、

～

代
の
若
い
世
代

２０

３０

が
中
心
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
豚
汁
の

配
布
、
綿
あ
め
づ
く
り
で
、
文
化

祭
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
今
後
も
地
区

活
動
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
世

代
で
盛
り
上
げ
た
い
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

１
日
限
り
で
し
た
が
、
実
り
の

多
い
文
化
祭
と
な
り
、
皆
様
に
は

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

（
安
曇
公
民
館
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

安安
曇
地
区
文
化
祭

安
曇
地
区
文
化
祭
がが

行
わ
れ
ま

行
わ
れ
ま
しし
たた

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
卯卯
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

過
去
に
も
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
等
が
値
上
が

り
す
る
と
し
て
、
日
本
で
換
金
困
難
な
外
国
通

貨
を
購
入
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、

近
年
、
コ
ン
ゴ
フ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
ポ
ン
ド
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
ス
ム
等
を
購
入
さ
せ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

そ
の
手
口
の
典
型
は
、
陰
Ａ
社
か
ら
外
貨
通

貨
購
入
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
付
さ
れ

る
、
隠
ま
も
な
く
Ｂ
社
か
ら
事
情
が
あ
っ
て
直

接
購
入
で
き
な
い
か
ら
、
後
で
高
額
で
買
い
取

る
の
で
代
わ
り
に
購
入
し
て
ほ
し
い
と
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
劇
場
型
の

も
の
が
多
く
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
付

け
、
外
国
通
貨
が
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
外
国
通
貨
は
国
内
で
は
換
金

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
貨
幣
価
値
が
購
入
金
額

よ
り
も
著
し
く
低
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
少
な

く
な
く
、
結
局
購
入
さ
せ
ら
れ
た
消
費
者
は
大

き
な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

た
り
、
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
契
約
を
せ
ず
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
等
に

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く

だ
さ
い
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
外
国
通
貨
取
引
ト
ラ
ブ
ル
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

町 の 交 通 事 故

安曇地区文化祭の様子


